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楽しく学ぶフェアトレード
名古屋をフェアトレード・タウンにしよう会

〈講座全体の概要〉(300字程度)
甘くて美味しいチョコレート。どこでどんな人達が作っているかご存知ですか?また、原料となる
カカオがカカオトル（神様の食べ物）からどのようにしてチョコレートに変遷してきたかの歴史も
振り返ります。
また、チョコレートを通して、児童労働、南北問題、フェアトレードについても学びます。

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
・チョコレートの歴史や作り方など、今まで知らなかったことを知ることができ、とても勉強にな
りました。とてもわかりやすく説明して下さったので満足しております。フェアトレードについ
て、もっと勉強していく必要があるなと、改めて実感しました。ありがとうございました。
・テーマごとに内容が分かれていて、初心者の私にも分かりやすかった。また、途中でカカオ農園
で奴隷として働く少年の記事を音読して下さったこと、ハチドリのお話しをして下さったことが、
感動し心に残りました。
・チョコレートの意外な作り方が分かった。 フェアトレードビジネスについて実際の話を伺え
た。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

・コロナ禍を受けて、急遽、オンライン（Zoom）に変更した。Zoomに触ったのも開催２週間前
からで当日はバタバタしたが、なんとか終えることは出来た。普段と異なり県外の参加者も多く
（２５％）、会場費や駐車場代等は不要になるため、必要経費は随分少なくなることも分かった。
この状況でも安心して開催できるのは魅力的。ただ、コミュニケーションが取りづらかったり（カ
レー作りなのにカメラオフで闇鍋状態）、アンケートの回収率も低くなる傾向にある。ただ、今後
もオンライン開催がなくなることはないと思うので、上手に使い分けていきたい。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)
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